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主な内容

● 生涯学習の集い 記念講演を開催　　　　　 P ７

● 「みんなのひろば」の取り組み　　　　　　P７

● 江畑さん 茨城県表彰を受賞 　　　　　　　P９

● 第 64 回社会を明るくする運動 講演会
    「言葉かけで変わる人間関係」               　　  P13

市の人口と世帯　78,298人（前月比▲104人）　男38,763人　女39,535人　世帯数 30,226世帯   【12月１日現在】

足尾山から見た朝日



　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
晴
れ
や
か
な
新
年
の

到
来
に
、
皆
様
は
そ
れ
ぞ
れ
に
新

た
な
抱
負
を
抱
い
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。 

　

さ
て
、
こ
の
と
こ
ろ
よ
く
耳
に

す
る
フ
レ
ー
ズ
に
、
少
子
高
齢
化

と
人
口
減
少
の
二
つ
の
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
ど
う
も
こ
の
二
つ
の
語

感
は
、
私
た
ち
が
描
く
将
来
の
夢

に
、
微
妙
な
影
を
投
げ
か
け
て
い

る
よ
う
で
す
。 

　

若
い
人
た
ち
が
夢
を
持
ち
づ
ら

い
社
会
で
あ
る
と
か
、
人
口
減
少

で
地
域
社
会
が
消
滅
し
か
ね
な
い

な
ど
と
、
悲
観
的
な
見
方
も
出
て

い
ま
す
。 

　

し
か
し
、
こ
の
状
況
を
冷
静
に

受
け
止
め
る
と
、
ま
だ
ま
だ
石
岡

市
に
は
発
展
と
進
化
の
余
地
が
あ

り
、
紡
ぎ
だ
す
夢
は
ふ
ん
だ
ん
に

生
ま
れ
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

・
首
都
圏
ま
で
70
㎞
圏
の
立
地 

・
関
東
最
古
の
歴
史
と
豊
か
で
た

お
や
か
な
里
山
景
観 

・
筑
波
山
と
霞
ヶ
浦
に
囲
ま
れ
た

肥
沃
な
台
地 

・
穏
や
か
な
気
候
と
天
災
の
少
な

い
風
土 

・
充
実
し
た
幹
線
道
路
網
と
鉄
道
、

空
港
の
存
在
な
ど 

　

発
展
へ
の
条
件
は
整
っ
て
い
ま

す
。
と
は
い
え
、
こ
の
恵
ま
れ
た

生
活
環
境
と
地
域
資
源
を
活
か
す

の
は
、
そ
こ
に
住
む
私
た
ち
で
す
。

環
境
に
将
来
を
委
ね
る
だ
け
で
は

な
く
、
明
日
を
切
り
開
く
気
概
と

志
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
志
を
立
て
る
の
に
、
老
い
も
若
き

も
な
い
。
そ
し
て
志
あ
る
と
こ
ろ
、

老
い
も
若
き
も
道
は
必
ず
開
け
る
」 

　

こ
れ
は
経
営
の
神
様
と
い
わ
れ

た
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
創
業
者
・
松

下
幸
之
助
さ
ん
の
言
葉
で
す
。
志

あ
れ
ば
道
は
開
け
る
、
と
い
う
希

望
あ
る
名
言
で
す
。 

　

そ
の
よ
う
な
思
い
に
触
れ
な
が

ら
、
私
の
志
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と

再
生
」
は
間
も
な
く
第
２
ス
テ
ー

ジ
へ
入
り
ま
す
。 

　

い
ま
取
り
組
ん
で
い
る
大
き
な

事
業
は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
石
岡
駅
周
辺
整
備
事
業
で
、
本

年
秋
に
は
橋
上
駅
と
東
西
自
由
通

路
が
完
成
す
る
予
定
で
、
駅
東
西

の
人
の
流
れ
が
活
発
に
な
り
ま
す
。 

　

二
つ
に
は
、
災
害
に
強
い
新
庁

舎
の
建
設
事
業
で
す
。
こ
れ
は
平

成
29
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て

お
り
、
今
年
は
庁
舎
の
実
施
設
計

や
旧
庁
舎
の
取
り
壊
し
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。
八
郷
庁
舎
に
つ
い
て

は
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用

と
し
て
、（
仮
称
）
市
民
プ
ラ
ザ
が

開
設
さ
れ
ま
す
。 

　

さ
ら
に
、
今
年
は
、
合
併
し
て

か
ら
10
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年

と
な
り
ま
す
。
誇
れ
る
「
ふ
る
さ

と
」
を
将
来
に
わ
た
り
引
き
継
い

で
い
く
た
め
、
皆
様
方
と
共
に
考

え
、
実
行
し
、
実
り
あ
る
年
と
な

り
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
新
年
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

「ふ
る
さ
と
再
生　

　
　
　
　
　

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
へ
」

石
岡
市
長

今
泉
文
彦
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謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
穏
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
春
の
消
費
税
増
税
後
、

個
人
消
費
の
回
復
が
見
ら
れ
ず
、
景

気
の
低
迷
が
続
く
中
、
暮
れ
に
は
、

衆
議
院
の
解
散
・
総
選
挙
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
が
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
る
の

か
、
今
後
の
国
政
や
経
済
の
動
向
に

目
が
離
せ
な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま

す
。
願
わ
く
は
、
地
方
に
お
い
て
も

景
気
回
復
が
実
感
で
き
る
よ
う
に
と

強
く
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、 

現
在
石
岡
市
で

は
、
今
泉
市
長
が
掲
げ
る
「
ふ
る
さ

と
再
生
」
の
実
現
を
目
指
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
昨
年

暮
れ
に
は
「
石
岡
の
陣
屋
門
」
の
移

築
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

は
、
石
岡
駅
周
辺
整
備
事
業
に
お
け

る
Ｊ
Ｒ
石
岡
駅
の
橋
上
化
工
事
や
市

役
所
新
庁
舎
建
設
の
取
り
組
み
な
ど

に
加
え
、
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
の

生
涯
現
役
を
目
指
し
た
事
業
な
ど
、

少
子
高
齢
社
会
へ
対
応
す
る
新
た
な

施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

私
ど
も
市
議
会
も
、
昨
年
に
議
会

基
本
条
例
を
制
定
し
、
一
般
質
問
に

お
け
る
一
問
一
答
制
を
導
入
す
る
な

ど
、
議
会
改
革
を
進
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
議
会
報

告
会
の
実
施
な
ど
、
議
会
を
よ
り
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
施

策
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
、
当
市
は
合
併
か
ら
10
年
と

い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
た

今
年
は
地
方
統
一
選
挙
の
年
で
も
あ

り
ま
す
。
多
く
の
地
方
議
会
で
改
選

の
年
を
迎
え
、
石
岡
市
に
お
い
て
も

４
月
に
は
市
議
会
議
員
選
挙
が
実
施

さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
議
員
定
数
は
、

現
在
の
24
人
か
ら
２
人
減
の
22
人
と

な
り
ま
す
。

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と
申

し
ま
す
が
、
新
年
を
機
に
心
を
一
新

し
、
将
来
を
考
え
、
新
し
い
年
の
計

画
を
立
て
、
新
し
い
希
望
の
出
発

点
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で

す
。

　

私
た
ち
議
員
一
同
、
市
民
の
代
表

と
し
て
、
そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ

を
自
覚
し
、
決
意
も
新
た
に
、
皆
様

の
貴
重
な
声
を
確
実
に
市
政
へ
反
映

で
き
ま
す
よ
う
、
ま
た
議
会
活
動
に

対
す
る
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
「
開
か
れ
た
議
会
」
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ

て
、
幸
せ
で
実
り
多
く
、
大
い
な
る

飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

「
新
た
な
希
望
の
出
発
点
と
し
て
」

石
岡
市
議
会
議
長

島
田
久
雄

３　　広報いしおか１月１日号  №２２２



産業祭
消費生活展

第 　　回41
第 　　回44

10 月 18 日・19 日、石岡運動公園を会場に、第
41 回産業祭と第 44 回消費生活展を同時開催しま
した。2日間で５万人が会場を訪れました。

　

11
月
２
日
、
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場

で
30
回
目
を
迎
え
る
、
い
し
お
か
商
工
祭

（
石
岡
商
工
会
議
所
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
２
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
タ
レ
ン
ト
の
阿
藤
快

さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
歌
手
の
か
と
う
れ

い
こ
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
、
石
岡
第
一
高
等

学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

い
し
お
か
商
工
祭

第
　

　回
30

柏原工業団地

消費生活展

市内の産業勢ぞろい体育館前広場

▲和洋菓子・屋台料理・手
打ちそば・衣料品・陶芸品
などを販売する安売り市

▲かしてつバスのぬり絵コーナー。
絵はかしてつバス応援団の石岡商業
高等学校の生徒がデザイン

現在、42 社ある柏原工業団
地。団地ができて今年で 41
年。現在は、製造業から流通
業など幅広い業種の企業が
入っています。柏原工業団地
運営協議会による有料の大抽
選会が行われました▼

▲市内企業の家電製品・
縫製品・畳・布団・桐製
品などや、獅子頭・清酒・
工芸品・味噌・乳製品な
ど石岡の特産品が展示販
売されました

消費者団体やボランティア団体のパネル展示や小物づくり、血圧・
体脂肪測定などの実演とチャリティーバザーも行われました。マ
イ箸を持参して、イベント会場で割り箸を断ると燃えるごみ専用
袋と交換できる「割り箸、いらないよ！運動」も好評でした▼

「それいけ！アンパンマン
ショー」や「子猿とイノシ
シのショー」、「ジャズコン
サート」や「石岡商業高等
学校ブラスバンド部のコン
サート」などが行われ、大
好評でした▼

▲市内企業の家電製品・▲市内企業の家電製品・▲市内企業の家電製品・▲市内企業の家電製品・

ステージ

▲特設ステージを
盛り上げた子ども
たちの妖怪体操

◀出店ブースを盛
り上げる阿藤快さ
んのトーク

興味深い企業紹介も 火の元にはご注意！
1日に必要な野菜は
どれくらいかな？

▲市内企業の家電製品・
縫製品・畳・布団・桐製
品などや、獅子頭・清酒・
工芸品・味噌・乳製品な
ど石岡の特産品が展示販

▲市内企業の家電製品・

いしおかサンドの販売

広報いしおか１月１日号  №２２２　　４



　

11
月
16
日
、
柿
岡
商
店
街
で
柿
岡
城
ま

つ
り
（
八
郷
商
工
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
お
よ
そ
１
万
人
を
超

え
る
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
幼
稚
園
児
の
楽
器

演
奏
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ

れ
、
観
客
席
は
多
く
の
子
ど
も
連
れ
な
ど
で

埋
ま
り
ま
し
た
。
歩
行
者
天
国
に
な
っ
た
路

上
で
は
、
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
や
柿
岡
小

学
校
の
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
、
納
豆
早
食
い
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
模
擬
店

も
多
数
出
店
し
ま
し
た
。

柿
岡
城
ま
つ
り

第
　

　回
26

八郷ふれあいまつり
子どもフェスティバル

第 　　回25
第 　　回９

10 月 26 日、八郷総合運動公園を会場に、第 25回八郷
ふれあいまつりと第９回子どもフェスティバルを同時開
催しました。当日は、1万 3,800 人が会場を訪れました。

楽しいステージ 暮らしに役立つ

子どもフェスティバル
▲地元の郷土芸能から子どもたちの合唱・演奏まで、地域で活
動する団体がステージを盛り上げていました。

片野排禍ばやし

幼稚園児の合唱

八郷中学校の吹奏楽夢ひびきの和太鼓演奏

▲消防署員による
AED 講習体験をする
子どもたち。廃油から
作られた石けんの販売
など暮らしに役立つ活
動を行う市内の団体の
出店もありました

輪投げあそび

◀ふれあいまつりと同時開催の子どもフェス
ティバルステージでは、烈車戦隊トッキュウ
ジャーに子どもたちが夢中。
模擬店や遊びのブースを担当していた市内各小
学校の子ども会育成連合会の保護者の皆さんが
会場を盛り上げていました。

◀八郷商工会
が新たに開発
した富有柿を
使ったドロッ
プも販売。や
さしい甘さが
特長です

日本の孫 
徳永ゆうき歌謡ショー

園児の楽器演奏

トッキュウジャーショー

５　　広報いしおか１月１日号  №２２２



　

市
で
は
、
旧
火
葬
場
の
都
市
計
画

変
更
案
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、公
述
人
が
多
数
の
場
合
は
、

意
見
内
容
を
考
慮
し
た
上
で
、
公
述

人
を
選
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
公
聴
会
は
、
公
述
申
出
人

が
い
る
場
合
の
み
開
催
し
ま
す
。

日
時

　２
月
３
日
（
火
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分

場
所

　東
地
区
公
民
館

　
　
　
（
東
石
岡
四
丁
目
６
番
24
号
）

都
市
計
画
素
案
の
内
容

1
名
称　

石
岡
都
市
計
画
火
葬
場
の
変
更

2
位
置　

石
岡
字
東
ノ
辻
地
内
（
下
図
の
と
お

り
）

3
内
容　

石
岡
都
市
計
画
火
葬
場
石
岡
地
方
斎

場
を
都
市
計
画
施
設
か
ら
廃
止
す
る

も
の

4
素
案
の
閲
覧
お
よ
び
公
述
申
出
書

都
市
計
画
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

　
　
　
　
　

旧
火
葬
場
の
都
市
計
画
変
更
案
を
作
成

の
提
出
期
間

　

１
月
19
日
（
月
）
〜
27
日
（
火
）

※
閉
庁
時
を
除
き
ま
す
。

（
郵
送
の
場
合
、
１
月
27
日
（
火
）

必
着
）

5
公
述
申
出
方
法

案
の
内
容
に
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ

る
こ
と
を
希
望
す
る
人
は
、
提
出
期

間
内
に
申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

まちづくり

都市計画

※
申
出
書
の
書
式
は
、
都
市
計
画
課

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

6
案
の
閲
覧
場
所
お
よ
び
公
述
申
出

書
の
提
出
先

都
市
計
画
課

■
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
９
３
）

石岡地方斎場（石岡字東ノ辻地内）
Ａ＝約 5,000㎡

くらし
税　金

公
売
の
お
知
ら
せ

日
時　

２
月
12
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
か
ら
受
け
付
け

会
場　

八
郷
総
合
支
所
１
階
１
０
３

　
　
　

会
議
室

入
札
参
加
条
件

　

農
地
に
つ
き
、
農
業
委
員
会
発
行

の
「
買
受
適
格
証
明
書
」
が
必
要
で

す
。

そ
の
他

・
一
般
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

・
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

収
納
対
策
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
１
）

不
動
産
情
報

1
公
売
不
動
産

【
土
地
】　

井
関
地
内　

　
　
　
　

田　

１
０
０
８
㎡

土
地
の
見
積
価
格　
　
　

35
万
円　

公
売
保
証
金　
　
　
　
　

４
万
円

2
公
売
不
動
産

【
土
地
】　

井
関
地
内

　
　
　
　

田　

１
０
８
３
㎡

土
地
の
見
積
価
格　
　
　

40
万
円　

公
売
保
証
金　
　
　
　
　

４
万
円

3
公
売
不
動
産

【
土
地
】　

井
関
地
内

　
　
　
　

田　

１
０
２
０
㎡

土
地
の
見
積
価
格　
　
　

32
万
円　

公
売
保
証
金　
　
　
　
　

４
万
円

4
公
売
不
動
産

【
土
地
】　

井
関
地
内

　
　
　
　

田　

１
０
７
５
㎡

土
地
の
見
積
価
格　
　
　

32
万
円　

公
売
保
証
金　
　
　
　
　

４
万
円

5
公
売
不
動
産

【
土
地
】　

部
原
地
内

　
　
　
　

畑　

３
９
９
４
㎡

土
地
の
見
積
価
格　
　
　

98
万
円　

公
売
保
証
金　
　
　
　
　

10
万
円

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
１
）
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「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
は
石
岡

駅
前
か
ら
御
幸
通
り
の
突
き
当
た

り
を
右
に
曲
が
っ
た
通
り
沿
い
に

あ
り
ま
す
。
平
成
20
年
10
月
に
中

心
市
街
地
の
空
き
店
舗
を
利
用
し

て
始
ま
り
ま
し
た
。
若
い
お
母
さ

ん
た
ち
が
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が

ら
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
時
に

は
子
育
て
の
悩
み
を
人
生
の
先
輩

に
相
談
し
た
り
、
お
年
寄
り
が
お

茶
を
飲
ん
だ
り
、
学
校
帰
り
の
中

学
生
が
立
ち
寄
っ
た
り
。

　

始
め
た
の
は
更
生
保
護
女
性
の

会
で
す
。
自
分
た
ち
の
集
会
所
を
地

域
の
皆
さ
ん
の
居
場
所
に
と
、
開
放

し
ま
し
た
。

　

更
生
保
護
女
性
の
会
は
、
法
務
省

が
所
管
し
て
い
る
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
す
。「
更
生
保
護
」

と
は
、
非
行
や
犯
罪
に
陥
っ
た
人
た

ち
の
立
ち
直
り
を
支
援
す
る
活
動
で

す
。
女
性
の
会
は
、
立
ち
直
り
の
手

助
け
と
と
も
に
、
青
少
年
の
非
行
防

止
・
健
全
育
成
・
子
育
て
支
援
な
ど

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
少
年
少
女
の
お
兄
さ
ん
お

姉
さ
ん
と
な
っ
て
学
習
支
援
や
非
行

防
止
活
動
を
行
う
若
者
の
グ
ル
ー
プ

「
石
岡
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
（Big Brothers 

and Sisters M
ovem

ent

）
会
」
の

立
ち
上
げ
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。
Ｂ

Ｂ
Ｓ
会
も
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
に

事
務
局
を
置
き
、
活
躍
の
場
を
広
げ

て
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
は
、
物
も

ノ
ウ
ハ
ウ
も
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
備
品
は
ほ
と

ん
ど
が
譲
り
受
け
た
も
の
で
、
少
し

生涯学習の集い
　　　記念講演を開催

教　育
講演会

　「生涯学習の集い」に 元女子ソフトボール日本代表監
督の宇

う つ ぎ

津木 妙
たえ こ

子氏をお招きし「夢の実現～努力は裏切ら
ない～」と題する記念講演を行います。入場は無料です。

●
スーパー

●
交番

●
コンビニ

●

ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド●八郷保健

センター

八
郷
郵
便
局

八郷総合支所
●

中
央
公
民
館

Ｐ
恋
瀬
川

会
場

八坂神社
●

至石岡駅

◆期日　２月７日（土）
◆会場　中央公民館（八郷総合支所隣り）

《案内図》

宇津木 妙子氏の
プロフィール
元 女子ソフトボール
日本代表監督
ソフトボールの五輪代
表監督としてメダル獲
得に貢献。現在、東
京国際大学女子ソフト
ボール部総監督を務め
る一方、講演やテレビ                 
などでも活躍。

　　プログラム
●午前９時　受け付け　●午前９時 15分　開会
●午前９時 30分　家庭教育学級体験発表・オア
シス運動表彰
●午前 10時 30分　記念講演

■問い合わせ　生涯学習課
　　　　　　　☎ 43-1111（内線 1364）

ず
つ
整
え
て
い
き
ま
し
た
。
人
集
め

の
方
法
も
手
探
り
の
状
態
で
し
た
。

あ
る
と
き
、
認
知
症
の
講
座
を
開
い

た
と
こ
ろ
地
元
の
人
た
ち
に
好
評

で
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
り
人
々

が
徐
々
に
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
今
で
は
お
弁
当

持
参
で
親
子
連
れ
が
訪
れ
た
り
、
子

育
て
の
サ
ー
ク
ル
や
童
謡
を
歌
う

サ
ー
ク
ル
な
ど
が
利
用
す
る
よ
う
に

も
な
り
ま
し
た
。

　

空
き
店
舗
を
利
用
し
て
活
動
し
て

い
る
こ
と
が
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
中
心

市
街
地
の
商
店
街
で
開
催
さ
れ
る

「
い
し
お
か
雛
巡
り
」
に
も
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

運
営
は
、
厳
し
い
面
も
あ
り
ま
す

が
、
会
長
の
森
田
裕
子
さ
ん
を
は
じ

め
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
熱
意
が
伝

わ
っ
て
く
る
施
設
で
す
。
み
な
さ
ん

も
一
度
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」

は
「
み
ん
な
の
居
場
所
」
で
す
。

開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

閉
館
日　

日
曜
日

■
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
６
９
）

み
ん
な
の
広
場
☎
２
２
・
６
７
７
２

（
府
中
一
丁
目
４
番
80
号
）

「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」

　
　
　
　
　
　

の
取
り
組
み

協　働
まちづくり

▲更生保護女性の会の皆さんがこれから行う活動について
話し合っている様子

※当日午前９時 30分から中央公民館で一般席の整理
券を配ります。託児（2歳から未就学児）を希望する
人は１月 19日（月）までに、生涯学習課へ電話で予
約してください。

７　　広報いしおか１月１日号  №２２２



文
京
区
と
交
流
事
業
再
開

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

　

10
月
31
日
、
東
京
都
文
京
区

と
石
岡
市
の
友
好
交
流
事
業
と

し
て
「
秋
の
石
岡
満
喫
！
日
帰

り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
交
流
事
業
の
再
開

と
な
る
記
念
す
べ
き
事
業
で
、

文
京
区
民
の
皆
さ
ん
に
石
岡
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ

た
ツ
ア
ー
で
す
。 

　

当
日
は
、
３
７
５
人
の
応
募

の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
選
ば
れ

た
42
人
の
区
民
の
皆
さ
ん
が
、

ま
ち
づ
く
り
大
賞
に

　
　
八や

っ
ほ
う
ま
つ
り

豊
祭
実
行
委
員
会

午
前
10
時
に
「
常
陸
國
總
社
宮
」
に

到
着
。
陣
屋
門
や
看
板
建
築
の
街
並

み
を
散
策
し
た
の
ち
「
府
中
誉
」
で

酒
造
り
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
バ
ス
で
移
動
し
、
地
元
の
食
材

を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｙ
ａ
ｓ
ａ

ｔ
ｏ 

de 

ト
レ
タ
」
で
昼
食
を
と
り
、

秋
バ
ラ
や
ダ
リ
ア
が
見
ご
ろ
を
迎
え

て
い
た
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
散
策
、

十
三
塚
の
果
樹
団
地
で
柿
狩
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
山
本
さ
ん
は
「
以
前

水
戸
市
に
２
年
ぐ
ら
い
住
ん
で
い
ま

し
た
。
仕
事
で
訪
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
が
、
観
光
で
来
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
交

流
事
業
を
続
け
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

まちの
話題
できごと

▲初めての人も多く、食べごろの柿の見分け方を真剣に
聞いていました

主
催
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る

市
民
グ
ル
ー
プ
を
応
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
石
岡
青
年
会
議
所
創
立
40

周
年
を
記
念
し
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。
大
賞
に
選
ば
れ
た
団
体
に
は
40

周
年
に
か
け
て
40
万
円
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
を
し
た
５
団
体
の
う

ち
、
市
内
で
活
動
す
る
の
は
石
岡
第

一
高
等
学
校
園
芸
科
と
八
豊
祭
実
行

委
員
会
、
御
幸
通
り
商
店
街
振
興
組

合
の
３
団
体
。
石
岡
第
一
高
等
学
校

の
園
芸
科
の
生
徒
た
ち
は
「
栽
培
し

て
い
る
ぶ
ど
う
を
使
っ
た
「
い
し
い

ち
ぶ
ど
う
サ
イ
ダ
ー
」
の
取
り
組
み

　

10
月
20
日
、
石
岡
市
市
民
協
働
ま

ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
（
佐
藤
信
夫

委
員
長
）
は
「
石
岡
市
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
（
案
）」
の
検
討
結
果

を
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
は
、

元
気
で
活
力
あ
る
ま
ち
に
す
る
た
め

に
市
民
の
皆
さ
ん
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
様
々
な

人
が
力
を
合
わ
せ
て
進
め
る
ま
ち
づ

く
り
の
こ
と
で
す
。

　

同
検
討
委
員
会
は
、
７
月
に
発
足

し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
条
例
づ
く
り
の
話
し
合
い
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
地
域
が
抱
え
て

い
る
様
々
な
課
題
の
解
決
に
は
、
地

▲市長に検討結果を報告する佐藤委員長

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

（
案
）
を
市
長
に
報
告

域
を
よ
く
知
っ
て
い
る
市
民
と
行
政

が
共
に
考
え
、
協
力
し
、
行
動
す
る

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
何
よ
り

も
大
切
で
す
。
今
回
報
告
さ
れ
た
条

例
（
案
）
に
は
、
連
携
・
協
力
し
て

い
く
た
め
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
検
討
結
果
を
も
と
に
作
ら
れ

た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
よ
っ

て
、
さ
ら
に
協
働
の
意
識
が
高
ま

り
、
よ
り
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

10
月
19
日
、石
岡
市
民
会
館
で「
ま

ち
づ
く
り
大
賞
（
石
岡
青
年
会
議
所

事
例
を
も
と
に
地
域
を
盛
り
上
げ
る

た
め
に
若
者
の
力
を
発
揮
し
た
い
」、

御
幸
通
り
商
店
街
振
興
組
合
の
皆
さ

ん
は
「
今
年
も
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
や
る
こ
と
で
駅
前
通
り
を
歩
く
人

が
楽
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
く
れ
た

ら
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。　

　

今
回
大
賞
を
と
っ
た
の
は
、
八
豊

祭
実
行
委
員
会
。
市
内
に
移
住
し
た

若
者
と
石
岡
市
に
通
う
都
市
部
の
若

者
た
ち
を
中
心
に
運
営
さ
れ
お
り
、

今
後
移
住
を
考
え
る
都
市
部
の
若
者

向
け
の
ツ
ア
ー
な
ど
を
開
催
し
て
い

く
予
定
で
す
。

▲まちを良くしたいという共通の思いが伝わりました。
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11
月
６
日
、
石
岡
運
動
公
園
で
石

岡
市
・
小
美
玉
市
就
職
説
明
会
「
就

勝
!!
２
０
１
４
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
高
校
生
が
石
岡
・
小
美
玉

市
内
に
事
業
所
の
あ
る
企
業
、大
学
・

短
大
・
専
門
学
校
お
よ
び
既
卒
３
年

以
内
の
人
が
県
内
の
事
業
所
を
対
象

と
し
た
も
の
で
、
29
事
業
所
が
会
社

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
製
造
業
か
ら
福
祉
・
介

護
事
業
ま
で
、
幅
広
い
企
業
の
採
用

担
当
者
が
学
生
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧

に
説
明
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
参
加
対
象
に
高
校
生
が

都ど
ど
い
つ

々
逸
之
碑
の

　
　
　
除
幕
式
が
開
催

　

11
月
７
日
、
常
陸
風
土
記
の
丘
で

「
都
々
逸
之
碑
」
の
除
幕
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

都
々
逸
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
江

戸
で
流
行
し
た
７
・
７
・
７
・
５
調
の

う
た
で
、
恋
愛
な
ど
の
題
材
を
粋
に

う
た
う
も
の
。
市
内
に
は
石
岡
俚
謡

会
（
石
岡
市
文
化
協
会
所
属
）
が
あ

り
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
自
作
の
う
た

を
つ
く
っ
た
り
、
う
た
い
継
が
れ
て

▲常陸風土記の丘駐車場入り口付近に置かれた
石碑

石
岡
市
・
小
美
玉
市

　
就
職
面
接
会
を
開
催

新
た
に
加
わ
り
、
近
隣
11
校
が
参

加
。　

高
校
生
た
ち
か
ら
は
「
こ
う

い
う
面
接
会
に
参
加
し
た
の
は
初
め

て
。
ど
ん
な
雰
囲
気
な
の
か
分
か
ら

な
く
て
最
初
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、

会
社
の
人
か
ら
直
接
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
て
な
ん
と
な
く
で
す
が
イ

メ
ー
ジ
が
わ
き
ま
し
た
。
会
社
見
学

に
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
今
度

行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲職業相談のブースでは専門の職員が説明して
くれました

江畑さん　茨城県表彰を受賞

　この度、市内在住の医師、江畑 隆夫さん（87）が茨城県に
おいて、県勢の発展に著しい功績があった方々などを称える茨
城県表彰を受賞されました。
　江畑さんは、元学校医、元八郷町健康づくり推進協議会委員
などを歴任。多年にわたり、学校医として児童生徒の健康管理
に取り組むとともに、子宮がんの検診医として地域住民の健康
管理を行うなど、地域の医療・福祉の向上に寄与されました。

い
る
う
た
を
う
た
っ
た
り
と
都
々
逸

に
親
し
ん
で
い
ま
す
。

　

石
岡
と
都
々
逸
の
ゆ
か
り
は
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
、江
戸
時
代
後
期
。都
々

逸
の
元
祖
と
し
て
一
世
を
風ふ

う
び靡
し
た

都ど
ど
い
つ
ぼ
う
せ
ん
か

々
一
坊
扇
歌
が
晩
年
、
江
戸
か
ら

姉
の
住
む
石
岡
に
移
り
住
み
、
こ
こ

で
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

今
回
、
都
々
逸
の
歴
史
・
文
化
を

伝
え
た
い
と
県
出
身
の
都
々
逸
作
家

の
谷
口
安あ

か
ん
ぼ
う

閑
坊
氏
か
ら
市
へ
石
碑
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
石
碑
に
は
扇
歌

が
石
岡
で
う
た
っ
た
「
今
日
の
旅　

花
か
紅
葉
か
知
ら
な
い
け
れ
ど　

風

に
吹
か
れ
て　

行
く
わ
い
な
」
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

富
有
柿
の
色
づ
き
や
形
を

審
査
「
献
上
品
」
を
厳
選

　

11
月
20
日
、
皇
室
に
献
上
す
る
富

有
柿
の
審
査
会
が
八
郷
総
合
支
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
前
審
査
を
通
過
し
た
１
８
０
個

か
ら
、
市
長
、
八
郷
柿
振
興
協
議
会

（
真
家
左
千
夫
会
長
）、
生
産
者
が
、

献
上
品
72
個
を
厳
選
し
ま
し
た
。

　

八
郷
柿
振
興
協
議
会
は
、マ
ル
園
、

JA
や
さ
と
柿
部
会
、
十
三
塚
の
出
荷

組
合
で
組
織
。
今
年
は
マ
ル
園
柿
出

荷
組
合
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

色
づ
き
や
形
を
中
心
に
審
査
し
、

１
個
ず
つ
緩

か
ん
し
ょ
う衝
材
で
包
み
、
桐
箱

（
３
箱
）
に
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
長
の
真
家
さ
ん
は
「
今
年
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
色
づ
き
も
今
ま
で

で
最
も
良
い
」
と
誇
り
高
く
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

献
上
は
、
１
９
５
５
年
頃
か
ら
始

ま
り
、
約
60
年
の
歴
史
が
生
産
者
の

励
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

翌
21
日
に
は
、
市
長
と
生
産
者
の

代
表
ら
が
宮
内
庁
を
通
じ
て
天
皇
皇

后
両
陛
下
、
皇
太
子
殿
下
に
届
け
ま

し
た
。

▲色づきや形を審査し、72 個の富有柿を
厳選しました

９　　広報いしおか１月１日号  №２２２



と
触
れ
合
う
体
験
活

動
。
家
族
や
友
人
と

同
じ
木
に
登
っ
て
時

間
を
過
ご
し
た
り
、

専
用
の
ハ
ン
モ
ッ
ク

を
使
っ
て
木
の
上
で

ラ
ン
チ
を
し
た
り
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

参
加
し
た
６
年
生

の
大
塚
麗
奈
さ
ん
は

「
楽
し
か
っ
た
で
す
。

普
段
で
は
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
景
色
が

木
の
上
か
ら
眺
め
ら

れ
ま
し
た
。
紅
葉
が

始
ま
っ
て
い
る
な
と

感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
満
足
そ
う

な
笑
顔
。

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
今
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業
で
、
市
内

６
校
（
三
村
・
関
川
・
東
成
井
・
瓦
会
・

葦
穂
・
小
桜
小
）が
モ
デ
ル
校
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人

た
ち
の
協
力
の
も
と
、
土
・
日
、
祝

日
や
長
期
休
業
日
、
平
日
の
放
課
後

を
利
用
し
て
様
々
な
体
験
を
小
学
校

の
校
庭
や
体
育
館
、
校
外
施
設
な
ど

を
利
用
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
で
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

　

11
月
８
日
、
龍
神
の
森
キ
ャ
ン
プ

場
で
小
桜
小
の
児
童
が
ツ
リ
ー
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
®
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
小
桜
小
放
課
後
子
ど
も

教
室
の
事
業
の
一
環
で
、
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
（
代
表
小
島
裕
正
）
の
協

力
を
得
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
®
と
は
、

木
の
枝
に
専
用
の
ロ
ー
プ
を
か
け

て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
の
安
全
保

護
具
を
付
け
て
木
に
登
る
、
自
然

▲高くまで登ってみんな楽しそう

市
美
術
展
に

　
　
１
３
０
０
人
が
来
場

　

11
月
19
日
か
ら
23
日
ま
で
、
石
岡

運
動
公
園
体
育
館
で
市
美
術
展
が
開

催
さ
れ
、
５
日
間
で
１
３
０
０
人
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・

工
芸
美
術
・
書
・
写
真
・
デ
ザ
イ
ン

の
７
部
門
に
２
３
８
点
の
作
品
が
出

展
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
43
作
品
が
市

長
賞
ほ
か
６
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

市
長
賞
に
は
、堀
田
純
江
さ
ん（
日

本
画
）、
海
老
澤
は
つ
江
さ
ん
（
洋

画
）、石
塚
則
子
さ
ん
（
工
芸
美
術
）、

矢
口
典
華
さ
ん
（
書
）、
秋
山
良
春

さ
ん
（
写
真
）
の
作
品
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
人
は
、
力
作
ぞ
ろ

い
の
作
品
を
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
ま

し
た
。

▲力作をじっくり鑑賞する来場者

た
す
き
を
つ
な
い
で

　
　
児
童
虐
待
防
止
を

音
楽
を
楽
し
む
一
夜

お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー
ト▲息の合ったオーケストラと合唱団連盟の歌声が響き渡りました

▲ランナーたちが笑顔のゴール

広報いしおか１月１日号  №２２２　１０

　

10
月
18
日
、
中
央
公
民
館
で
第
18

回
石
岡
市
芸
術
祭
「
お
し
ゃ
べ
り
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
外

か
ら
４
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
各
種
コ
ン
サ
ー
ト
で
活

躍
し
て
い
る
指
揮
者
の
田
久
保
裕
一

氏
、
昨
年
に
引
き
続
き
Ｎ
響
団
友

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
招
い
て
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
、
映
画
音
楽

ま
で
幅
広
く
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
初
の
試
み
と
し
て
、
地
元
の
石

岡
市
合
唱
団
連
盟
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

11
月
14
日
、
県
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
と
県
児
童
福
祉
施
設
協

議
会
主
催
の
児
童
虐
待
防
止
啓
発
事

業
「
子
ど
も
を
守
ろ
う
！
オ
レ
ン
ジ

リ
ボ
ン
た
す
き
リ
レ
ー
２
０
１
４
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
リ
レ
ー
は
、
子
ど
も
虐
待
防
止

の
象
徴
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
た
す

き
を
か
け
て
沿
道
を
走
り
、
子
ど
も

虐
待
防
止
の
啓
発
を
行
う
も
の
。
当

日
は
早
朝
か
ら
北
は
日
立
市
、
南

は
土
浦
市
か
ら
多
く
の
関
係
者
が
、

ゴ
ー
ル
の
県
庁
ま
で
た
す
き
を
つ
な

ぎ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
ラ
ン
ナ
ー
は
「
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
児
童
虐
待
防
止
に
関
心

を
持
つ
人
が
増
え
て
欲
し
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。



８
月
１
日　

開
催

タ
ウ
ン

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
6

も
の
づ
く
り
を
生
か
し
た　

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

◎
団
体

こ
ん
こ
ん
ギ
ャ
ラ
リ
ー
会
員

　

市
長
か
ら
「
市
役
所 

本
館
を
新

設
し
、
八
郷
総
合
支
所
支
所
に
空
き

ス
ペ
ー
ス
が
で
き
た
。
一
部
を
ギ
ャ

ラ
リ
ー
や
図
書
館
の
分
館
に
す
る
な

ど
の
利
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
出
た
意
見
は
、
次
の

通
り
で
す
。

こんこんギャラリー会員の皆さんから
出された意見
1多くの人に作品を見てもらうため、イベント
開催に合わせて個展を開くなど行政と民間が連
携できるシステムを構築できないか。
2ものづくりや有機野菜農業を観光資源ととら
えて、ＰＲしてもらいたい。
3芸術家やものづくりをしている人が多いの
で、市でアーティストマップを作成してはどう
か？専門用語を使わず、分かりやすい案内板・
地図・文章を心がけると良い。
4ギャラリーは、気軽に入れて、その隣に作業
所も設置してはどうか？
5才能や意欲のある人はいるが、これらの人材
や素材がうまくつながっていない現状を打開し
たい。

　

使
用
し
な
く
な
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
無
償
で
提
供
し
て
く
れ

る
人
を
探
し
て
い
ま
す
。
提
供
さ

れ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、
市

が
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
後
に
、

希
望
者
に
貸
し
出
し
ま
す
。

　

目
立
っ
た
汚
れ
や
可
動
部
分
、
ベ

ル
ト
に
異
常
が
な
い
も
の
で
、
国
土

交
通
省
の
定
め
る
安
全
基
準
に
適

合
し
た
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー

ト
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ご

連
絡
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
９
）

開催地区

開催団体

募集中 !

くらし

子育て

子
育
て
支
援
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

―
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
貸
し
出
し
事
業
―

申
込
方
法

　

テ
ー
マ
は
「
ま
ち
づ
く
り
」
全
般

で
す
。

　

市
内
在
住
、
在
勤
の
人
で
、
当
日

の
参
加
者
が
10
人
を
見
込
め
ば
申
し

込
み
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

開
催
日
時
・
会
場
は
、
市
長
の
日

程
を
調
整
し
、
申
し
込
み
代
表
者
と

協
議
し
ま
す
。
開
催
時
間
は
約
２
時

間
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

こんなまちに
なったらな

こんなまちで　
子育てしたいな

くらし

安全

石
岡
消
防
出
初
式

　

お
正
月
の
恒
例
行
事
、
消
防
出
初

式
。
当
日
は
サ
イ
レ
ン（
八
郷
地
区
・

午
前
６
時
、
石
岡
地
区
・
午
前
８
時
）

が
鳴
り
ま
す
。
ま
た
御
幸
通
り
で
交

通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

１
月
10
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
11
時

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

午
前
９
時
か
ら

点
検
（
石
岡
小
学
校
校
庭
）

午
前
９
時
50
分
か
ら

式
典
（
石
岡
市
民
会
館
）

午
前
11
時
か
ら

消
防
車
両
パ
レ
ー
ド
（
御
幸
通
り
）

■
問
い
合
わ
せ　

市
消
防
本
部 

総
務
課

☎
２
３
・
０
１
１
９

▲参加者は 10人、座談会方式で行いました

１１　広報いしおか１月１日号  №２２２



学
童
保
育
指
導
員

▼
市
で
は
、
市
内
各
小
学
校
で
児
童

ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
児
童

の
成
長
支
援
・
健
全
育
成
の
た
め
に

指
導
員
と
し
て
働
い
て
み
ま
せ
ん

か
。

内
容
／
入
所
児
童
へ
の
一
般
的
な
生

活
指
導
や
健
康
状
態
の
確
認
、
そ
の

他
の
適
切
な
指
導

雇
用
期
間
／
４
月
１
日
～
平
成
28
年

３
月
31
日
（
継
続
雇
用
も
可
能
）

勤
務
日
／
週
３
～
４
日

※
夏
休
み
や
土
曜
日
に
開
所
し
て
い

る
児
童
ク
ラ
ブ
は
土
曜
日
勤
務
も
あ

り
ま
す
。

勤
務
場
所
／
市
内
各
小
学
校
の
児
童

ク
ラ
ブ

資
格
／
普
通
自
動
車
免
許
一
種

※
保
育
士
・
教
員
免
許
を
も
っ
て
い

る
人
を
優
先
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課　

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
３
６
１
）

栄
養
ケ
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

　

担
い
手
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士

▼
県
民
の
健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に

支
援
す
る
た
め
の
「
栄
養
ケ
ア
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
、
栄
養
相
談
、
生

活
習
慣
病
予
防
・
介
護
予
防
の
食
事

相
談
、
地
域
に
お
け
る
食
育
講
座
な

ど
の
活
動
を
担
う
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

公
益
社
団
法
人 

茨
城
県
栄
養
士
会

☎
０
２
９
・
２
２
８
・
１
０
８
９

朝
日
里
山
学
校
体
験
教
室

・
う
ど
ん
打
ち
体
験　

▼
自
分
で
打
つ
手
作
り
う
ど
ん
は
格

別
の
美
味
し
さ
で
す
。

日
時
／
１
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時

～
午
後
０
時
30
分

参
加
費
／
１
５
０
０
円

定
員
／
20
人

・
親
子
ウ
ッ
ド
バ
ー
ニ
ン
グ
教
室　

▼
木
の
板
に
ウ
ッ
ド
ペ
ン
（
電
熱
ペ

ン
）
で
絵
を
描
く
ウ
ッ
ド
バ
ー
ニ
ン

グ
。
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
一
緒
に

一
枚
の
板
に
焼
き
絵
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
１
月
17
日
（
土
）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
１
時

参
加
費
／
親
子
で
２
０
０
０
円
（
昼

食
代
込
み
）　

定
員
／
20
組

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

朝
日
里
山
学
校　

☎
５
１
・
３
１
１
７

ひ
ざ
腰
ら
く
ら
く
転
倒
予
防
講
座

（
全
２
回
）

▼
「
転
ぶ
の
が
怖
く
て
外
出
で
き
な

い
」、「
ひ
ざ
痛
や
腰
痛
で
動
か
な
い

で
い
る
と
、
さ
ら
に
痛
み
が
ひ
ど
く

な
る
」
と
い
っ
た
こ
と
で
お
困
り
の

人
が
、
元
気
に
外
出
で
き
る
よ
う
に

な
る
た
め
の
講
座
で
す
。

　

受
講
料
は
無
料
で
、
生
涯
現
役
プ

ラ
チ
ナ
応
援
事
業
の
対
象
で
す
。

・
ひ
ざ
痛
予
防
教
室

日
時
／
２
月
５
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

・
腰
痛
予
防
教
室

日
時
／
２
月
26
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館　

定
員
／
各
30
人

申
込
方
法
／
１
月
16
日
（
金
）
ま
で

に
窓
口
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
３
５
・
１
１
２
７

℻
３
５
・
１
１
３
２

石
岡
警
察
署
か
ら

市
内
の
事
故
発
生
状
況
【
11
／
30
現
在
】

・
発
生
件
数　

２
９
９
件
（
＋
42
）

・
死
者
数　

５
人
（
＋
－
０
）

・
負
傷
者
数　

４
１
６
人
（
＋
74
）

・
物
損
事
故　

１
６
２
１
件

※
（　

）
内
は
前
年
比
の
増
減
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

石
岡
警
察
署 

交
通
課

☎
２
８
・
０
１
１
０

情報
ネットワーク

石岡市役所
　☎ 23‐1111

八郷総合支所
　☎ 43‐1111

石岡消防署
　☎ 23‐0119

八郷消防署
　☎ 43‐6491

火災情報
　☎ 24‐1818

テレホンサービス
　☎ 0800‐800‐7766

募

集
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あ
ん
し
ん
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
講
座

▼
リ
フ
ォ
ー
ム
で
か
な

え
る
快
適
な
暮
ら
し

に
つ
い
て
、
正
し
い
基
礎
知
識
と
最

新
情
報
を
交
え
な
が
ら
学
び
ま
し
ょ

う
。
受
講
料
は
無
料
で
、
生
涯
現
役

プ
ラ
チ
ナ
応
援
事
業
の
対
象
で
す
。

日
時
／
１
月
23
日
（
金
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館

講
師
／
菅
谷 

伊
佐
央
氏

定
員
／
50
人

申
込
方
法
／
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
３
５
・
１
１
２
７

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん

面
接
で
好
印
象
を
与
え
る

　

メ
イ
ク
術
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

▼
明
る
い
第
一
印
象
で
好
感
度
を

ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。
参
加
費
は
無

料
で
す
。

日
時
／
１
月
17
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
～
４
時

場
所
／
い
ば
ら
き
就
職
・
生
活
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
（
水
戸
市
三
の
丸
１

―７
―41
）　

定
員
／
20
人

※
託
児
付
き
（
要
予
約
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー　

☎
０
２
９
・
２
３
３
・
２
３
５
５

　
水
道
の
防
寒
対
策
を

▼
冬
は
家
庭
の
水
道
が
凍
結
し
、
漏

水
が
多
発
し
ま
す
。
水
道
の
防
寒
対

策
な
ど
は
近
隣
の
「
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
」に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

【
石
岡
地
区
】
湖
北
水
道
企
業
団　

☎
２
４
・
３
２
３
２

【
八
郷
地
区
】
水
道
課　

☎
４
３
・
１
１
１
８

お

知

ら

せ

１月 10 日は 110 番の日
安心をつなぐダイヤル　110 番
110 番の６つのポイント
□　₁ 事件ですか？事故ですか？
□　₂ それはいつありましたか？
□　₃ 場所はどこですか？
□　₄ 犯人は見ましたか？車のナンバーは？
□　₅ 現場はどうなってますか？
□　₆ あなたのことを教えてください
110 番はどこにつながるの？
県内からの 110 番は水戸市にある警察本部につな
がります。必ず市町村名から場所を教えてください。
緊急ではない相談は…

「警察本部県民安心センター」
☎＃ 9110 または☎ 029⊖301⊖9110
要望や意見などは「警察ふれあい電話」
☎ 029⊖301⊖0699
■問い合わせ　石岡警察署　☎ 28⊖0110

☎
４
３
・
１
１
１
８

第 64 回　社会を明るくする運動　講演会
「言葉かけで変わる人間関係」

日時／ 1 月 25 日（日）午前 10 時から
場所／ふれあいの里石岡 ひまわりの館

（大砂 10527⊖6）
講師／富澤 優

ゆ う こ

江氏
プロフィール／千葉県柏市在住、元
教師（結婚後退職）1995 年親業訓
練インストラクターとして活動。現
在、親業訓練シニアインストラク

ター、千葉県スクールアドバイザーなど
■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23⊖1111（内線 212）
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住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
金
制
度

▼
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
契
約

を
し
、
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

に
工
事
完
了
が
見
込
ま
れ
る
自

己
住
宅
（
建
築
す
る
も
の
）、
建

売
住
宅
が
対
象
で
す
。

補
助
額
／
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り

２
万
円
（
最
大
８
万
円
ま
で
・

キ
ロ
ワ
ッ
ト
は
小
数
点
第
３
位

以
下
を
四
捨
五
入
）

申
込
締
切
／
２
月
27
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
５
０
９
）

八
郷
総
合
支
所
総
務
課

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
７
）

紙
お
む
つ
購
入
助
成
金
の
申
請

▼
ね
た
き
り
の
高
齢
者
な
ど
に
、
紙

お
む
つ
を
購
入
し
た
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
10
～
12

月
購
入
分
と
あ
わ
せ
、
４
～
９
月
購

入
分
の
受
け
付
け
も
実
施
し
ま
す
。

対
象
／
次
の
す
べ
て
の
項
目
に
該
当

す
る
人

・
市
内
在
住
で
自
宅
で
生
活
し
日
常

生
活
で
お
む
つ
の
使
用
が
必
要
な
状

態
に
あ
る
人
・
介
護
保
険
で
要
介
護

１
か
ら
５
ま
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る

人
・
非
課
税
世
帯
の
人

※
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ハ
ウ
ス

で
生
活
し
て
い
る
人
も
該
当
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
商
品
／
紙
お
む
つ
・
尿
と
り

パ
ッ
ド
・
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ

助
成
金
額
／
１
か
月
３
２
０
０
円
ま
で

申
請
方
法
／
次
の
₁
～
₃
を
市
役
所

高
齢
福
祉
課
ま
た
は
、
八
郷
総
合
支

所
市
民
窓
口
課
ま
で
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
₁ 

10
月
か
ら
12
月
ま
で
に

購
入
し
た
分
の
品
目
が
記
載
さ
れ
た

レ
シ
ー
ト
ま
た
は
領
収
書
₂
対
象
者

ま
た
は
介
護
者
の
振
込
先
口
座
番
号

確定申告書の作成は
国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で！
▶画面の案内に従って金額などを入力すれば、税額などが
自動計算されて所得税、復興特別所得税、消費税および地
方消費税の確定申告書や青色申告決算書などを作成できま
す。また作成したデータは「e⊖Tax（電子申告）」を利用
して提出できます。
※ e⊖Tax の利用は事前準備が必要です。詳しくは、国税庁
ホームページ（www.nta.go.jp）をご確認ください。
■問い合わせ　土浦税務署　☎ 029⊖822⊖1100

（自動音声案内「０」番を選択）

余っている農地ありませんか？
▶県農地中間管理機構が、皆さんの農地を借り、公募した
担い手に農地を貸し付ける「農地中間管理事業」を開始し
ています。農地を貸してくれる人を募集します。申し込み
は随時受け付けます。

対象農地／農業振興地域内の農地　
手続きの流れ／農地状況の確認（現状・権利・希望賃借料
などの調査）→機構での借り受け（借り受け可能な土地の
手続き）→管理権の設定（契約・協力金の支払い）
※借り受けには一定の条件があります。
■問い合わせ　農地中間管理機構（茨城県農林振興公社）
☎ 029⊖239⊖7131
農政課・農業委員会　☎ 43⊖₁₁₁₁
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の
分
か
る
も
の
₃
認
め
印

申
請
期
限
／
１
月
13
日
（
火
）
ま
で

※
１
月
14
日
（
水
）
以
降
の
申
請
は

１
～
３
月
購
入
分
と
同
時
期
の
支
払

い
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
３
）

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
補
助
金
の

受
け
付
け
が
終
了

▼
平
成
26
年
度
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設

置
補
助
金
の
受
け
付
け
は
終
了
し
ま

し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
９
）

市
内
で

地
図
判
読
現
地
教
育
を
行
い
ま
す

▼
陸
上
自
衛
隊
施
設
学
校
で
は
１
月

13
日
（
火
）
か
ら
16
日
（
金
）、
27

日
（
火
）
か
ら
30
日
（
金
）
に
、
初

級
幹
部
自
衛
官
を
対
象
と
し
た
「
地

図
判
読
現
地
教
育
」
を
市
内
数
か
所

で
行
い
ま
す
。
迷
彩
服
を
着
た
自
衛

官
が
行
動
し
ま
す
。
ご
理
解
の
上
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場
所
／
恋
瀬
地
区
、葦
穂
地
区
龍
明
、

柿
岡
地
区
高
友
、
瓦
会
地
区
弓
張
・

西
幡
、
小
桜
地
区
川
又
、
大
覚
寺
、

吾
国
山
、
足
尾
山
グ
ラ
イ
ダ
ー
飛
行

場
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

陸
上
自
衛
隊

施
設
学
校
教
育
部
運
用
教
官
室　

☎
０
２
９
・
２
７
４
・
３
２
１
１

新成人のみなさんへ
20 歳になったら国民年金
▶国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を現役
世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　若いときに公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年
をとったとき、病気やけがで障がいが残ったとき、家族の働き
手が亡くなったときに、年金を受け取ることができます。
　国民年金は、20 歳以上 60 歳未満の人の加入が義務付けられ
ています。20 歳になったら忘れずに加入手続きをしましょう。

国民年金のポイント
₁ 将来の大きな支えに
▶国民年金は 20 歳から 60 歳までの人が加入し、保険料を納
める制度です。国が責任をもって運営し、年金の給付は生涯に
わたって保障されます。
₂ 老後のためだけのものではありません
▶国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や
遺族年金もあります。障害年金は、病気や事故で障がいが残っ
たときに受け取れます。また遺族年金は、加入者が死亡した場
合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある妻」
や「子」）が受け取れます。

｢ 学生納付特例制度 ｣とは
▶申請により、学生の保険料納付が猶予されます。
　学生納付特例の期間は、年金を受けるための期間として計算
されますが、老齢基礎年金額には反映されません。
｢ 若年者納付猶予制度 ｣とは
▶申請により、30 歳未満で学生以外の保険料納付が猶予されます。
　納付猶予の期間は年金を受けるための期間として計算します
が、老齢基礎年金額には反映されません。
※制度の利用には、所得の条件がありますのでご注意ください。
■問い合わせ
・日本年金機構 土浦年金事務所　☎ 029⊖825⊖₁₁₇₀
・保険年金課　　　　　　　　　 ☎ 23⊖ ₁₁₁₁（内線 138）
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大
地
の
恵
み
は
杯
の
中
に

　

地
層
か
ら
は
記
録
さ
れ
た
様
々
な

情
報
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地

表
で
見
え
な
い
地
層
の
記
録
を
知
る

こ
と
は
難
し
い
の
で
す
が
、
深
井
戸

を
掘
る
と
、
そ
の
よ
う
な
地
層
の
こ

と
を
知
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
井
戸

が
貫
い
た
地
層
の
情
報
を
集
め
る
と

地
下
の
様
子
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

多
数
の
井
戸
の
情
報
か
ら
、
石
岡

付
近
の
地
下
の
様
子
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
ま
す
。山
側
の
古
い
地
層
は
、

龍
神
山
側
か
ら
南
東
に
向
け
て
次
第

に
深
い
と
こ
ろ
に
分
布
し
て
き
、
そ

の
上
に
は
地
下
水
を
貯
め
や
す
い
新

し
い
時
代
の
砂
や
小
石
な
ど
が
堆
積

し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
鹿
島
台

地
側
で
は
そ
れ
よ
り
古
い
地
層
が
浅

い
と
こ
ろ
ま
で
存
在
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
境
界
は
直

線
的
な
不
連
続
と
な
っ
て
お
り
断
層

が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
下
図
）。

石
岡
の
地
下
に
は
水
を
溜
め
る
器
と

な
る
よ
り
古
い
地
層
が
東
側
を
せ
き

止
め
ら
れ
た
皿
の
よ
う
な
形
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
石
岡
付
近
で

深
層
の
地
下
水
が
豊
富
な
事
情
の
よ

う
で
す
。

　

大
地
の
恵
み
は
岩
石
鉱
物
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
下

水
も
そ
の
一
つ
で
す
。
近
頃
、
汲
み

上
げ
す
ぎ
が
原
因
で
地
下
水
が
減
少

し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
地
下
水
と

い
え
ど
も
有
限
の
資
源
、
大
切
に
し

た
い
も
の
で
す
。
幸
い
に
も
恵
ま
れ

た
地
下
水
は
、
地
域
に
清
酒
・
醤
油
・

味
噌
と
い
う
醸
造
業
の
花
を
咲
か
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
か
つ
て
関
東
の
灘

と
も
称
さ
れ
た
石
岡
で
は
今
も
４
つ

の
酒
蔵
の
美
酒
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
年
末
年
始
は
祝
い
事
も
多

い
時
期
。
市
も
乾
杯
条
例
で
奨
励
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
大
地
の
恵
み
に

感
謝
し
て
地
元
の
酒
で
大
い
に
祝
お

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　　

次
回
は
古
代
の
石
岡
を
訪
ね
ま

す
。

西

龍神山

海面
更新世の

新しい地層 更新世より

古い新生代の地層
白亜紀
～古第三紀
の地層

基盤の不連続線

東

海面

石
岡
市
街
↓

基盤
（中生代の地層）

太平洋
鹿島台地東茨城台地

筑
波
山
地
域
を
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
！

　
　〜
い
し
お
か
の
大
地
の
物
語
〜 

⑤

矢野徳也
（自然公園指導員）
自然環境の調査や、学校
などでの環境教育を精力
的に活動している。

学ぶ

ジオ

　

古
代
か
ら
豊
か
だ
っ
た
石
岡
の
地

形
の
成
り
立
ち
を
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
。
石

岡
の
地
形
や
地
質
を
見
て
歩
き
、
そ
の

成
り
立
ち
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月
31
日
（
土
）・
午
前
９

　
　
　

時
〜
午
後
４
時

集
合
・
解
散
場
所　

い
し
お
か
イ
ベ

ン
ト
広
場
（
中
央
図
書
館
前
）

講
師　

池
田 

宏
氏
（
元
筑
波
大
学
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

お
弁
当
・
飲
み
物
・
雨
具
・

タ
オ
ル
・
筆
記
用
具

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

１
月
５
日
（
月
）
以
降
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）

石
岡
て
く
て
く
ジ
オ
ツ
ア
ー

　
　
　

〜
地
形
を
見
る
目
を
磨
こ
う
〜

コース
龍神山麓ふれあいの森入口～　龍神の森
キャンプ場～　波付岩～　常陸風土記の丘
研修室（昼食）～　府中六井の一つ石井～
　イベント広場（集合場所から龍神山麓ふ
れあいの森入口まではバス移動。バスを降
りてから歩く距離は約８㎞です）

海面が低かった 15 万年前には陸だった石
岡が 12 万年前の高海面期には波が寄せる
海になったことや、府中六井と呼ばれた泉
があった理由も分かるようになります。

石岡から太平洋までの地下の概念図。石
岡地域の地質（坂本ほか、1981）をも
とに作画。水は器に従う。見えない地下
のことも大切にしたい。

深井戸

広報いしおか１月１日号  №２２２　１６
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けいらくストレッチ＆
薬膳スープ

日（水）月

トリュフ・オ・
　　　　　ショコラ

午前 10 時～午後 0時 30 分 午前 10 時～正午

韓国　チャプチェ

月 日（金）

激辛！
　スリランカ風カレー

午前 10 時～午後 0時 30 分
日（水）

午前10時～午後 0時 30 分
月 日（土）

午前10時～午後 0時 30 分

マドレーヌ２種

月 日（火）
午前10時～午後 0時 30 分

けいらくストレッチ＆
アンチエイジング薬膳

月 日（土）
午前10時～午後 0時 30 分

スノーボールクッキー

月 日（日）
午前10時～午後 0時 30 分

月 日（日）

月

ぷりぷりシュウマイ
　　　＆白菜サラダ

１月７日（水）から申込開始
　※定員になり次第締め切り

お料理フェスティバル　定員　各 20人　参加費　1,000 円

体験教室

はじめての草木染め教室
　「綿ストール」に絞り模様を入れて、ひまわり
の館周辺でとれた草木で染色してみましょう。
日時　２月４・18日、３月４・18日（全４回・水）
　　　午前９時 30分～ 11時 30分
講師　岩井 眞澄氏
材料費　1,500 円
定員　７人

ファーストトーク教室
　イヤイヤ期を満喫！ファーストトーク。テーマ
に沿った集団遊びの中でコミュニケーション力、
社会のルール、子どもの言いたい・伝えたい気持
ちを育む教室です。工作したり、ゲームをしたり、
楽しい時間をお子さんと過ごしましょう。
日時　２月１・15日（日）
　　　午後 1時 30分～ 2時 30分
　　　３月１・15日（日）
　　　午前 10時 30分～ 11時 30分
講師　鈴木 潤子氏　　参加費　無料
定員　10人（対象年齢：２歳～４歳）

■申し込み・問い合わせ　ふれあいの里石岡 ひまわりの館
☎ 35-1126　（午前８時 30分～午後５時）※月曜日休館

１７　広報いしおか１月１日号  №２２２

ひまわりの館
　　　イベント



石
岡
市
軟
式
野
球
連
盟
会
長
杯

９
月
21
日
〜
10
月
12
日
・
柏
原
球
場
、

染
谷
球
場

優　

勝　

チ
ェ
リ
ー

準
優
勝　

団
ら
ん
ス
ピ
リ
ッ
ツ

第
３
位　

石
岡
消
防
・
暴
笑

第
48
回
石
岡
地
方

中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会（
個
人
戦
）

10
月
12
日
・
柏
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

男
子
・
優　

勝　

土
浦
第
四
中
学
校

（
深
野
・
坂
本
組
）・
準
優
勝　

土
浦

第
六
中
学
校
（
北
嶋
・
菊
池
組
）・

第
３
位　

旭
中
学
校
（
清
水
・
出
津

組
）、
土
浦
第
三
中
学
校
（
中
田
・

寺
田
組
）

女
子
・
優　

勝　

土
浦
第
六
中
学
校

（
亀
高
・
木
村
組
）・
準
優
勝　

新
治

中
学
校
（
栗
原
・
高
木
組
）・
第
３

位　

霞
ヶ
浦
中
学
校
（
小
松
﨑
・
古

田
組
）、
霞
ヶ
浦
中
学
校
（
塚
本
・

横
田
組
）　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

11
月
２
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

４
年
生
以
下
・
男
子
の
部

優　

勝　

深
谷
洸
太
・
鳥
川
智
匡

準
優
勝　

島
田
尚
・
小
松
崎
真
也

第
３
位　

平
岡
蒼
偲
・
竹
林
辰
紘
／

小
吹
龍
彦
・
千
代
怜
摩

４
年
生
以
下
・
女
子
の
部

優　

勝　

後
藤
咲
々
・
須
藤
沙
織

準
優
勝　

草
間
優
衣
・
谷
川
夢
奈

第
３
位　

小
沼
鈴
奈
・
岡
野
優
／
井

上
茉
奈
美
・
菊
池
菜
々
子

５
年
生
・
男
子
の
部

優　

勝　

大
滝
翔
一
・
岡
野
優
輝

準
優
勝　

星
野
恭
平
・
上
曽
直
輝

第
３
位　

足
立
敦
思
・
鈴
木
宏
太

５
年
生
・
女
子
の
部

優　

勝　

佐
川
未
羽
・
谷
川
萌
愛

準
優
勝　

小
沼
詩
奈
・
堤
萌
絵

第
３
位　

佐
藤
宥
菜
・
淀
縄
夏
羽
／

油
原
栞
夢
・
小
田
柚
花

６
年
生
・
男
子
の
部

優　

勝　

高
久
美
彦
・
岡
野
藍
輝

準
優
勝　

大
滝
雄
馬
・
原
田
逸
希

第
３
位　

石
倉
一
磨
・
渡
邉
匠
／
篠

崎
駿
佑
・
潮
田
玲
己

６
年
生
・
女
子
の
部

優　

勝　

小
吹
菜
凪
実
・
阿
部
茜

準
優
勝　

阿
部
春
花
・
下
山
田
真
彩

第
３
位　

大
倉
野
莉
子
・
本
図
彩
音

／
原
田
光
莉
・
原
田
朱
莉

10
月
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
結
果

10
月
４
日　

年
金
友
の
会

優　

勝　

あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

第
２
位　

城
南
チ
ー
ム

10
月
７
日　

石
岡
高
齢
者
大
会

優　

勝　

栄
松
チ
ー
ム

第
２
位　

ラ
ン
ド
ム
チ
ー
ム

第
３
位　

鹿
の
子
チ
ー
ム

10
月
９
日　

３
市
交
流
大
会

第
３
位　

栄
松
チ
ー
ム

10
月
15
日　

交
通
安
全
大
会

第
２
位　

栄
松
チ
ー
ム

10
月
20
日　

水
戸
信
金
大
会

優　

勝　

東
光
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

第
３
位　

あ
お
ば
チ
ー
ム

10
月
28
日　

県
ヘ
ル
シ
ー
大
会

優　

勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

第
５
回
石
岡
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

11
月
７
日
・
石
岡
運
動
公
園
多
目
的

広
場

男
性
の
部
・
優　

勝　

小
松
崎
忠
・

第
２
位　

古
口
博
文
・
第
３
位　

樋

口
勲

女
性
の
部
・
優　

勝　

矢
野
順
子
・

第
２
位　

田
崎
貞
子
・
第
３
位　

関

根
き
い
子

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長

サ
ッ
カ
ー
大
会

11
月
14
日
・
石
岡
運
動
公
園
多
目
的

広
場

６
年
生
の
部

優　

勝　

Ｆ
Ｃ
石
岡
・
準
優
勝　

八

郷
サ
ッ
カ
ー
・
第
３
位　

石
岡
東

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

11
月
13
日
・
シ
ニ
ア
男
子

優　

勝　

菅
原
治
・
準
優
勝　

田
中

栄
・
第
３
位　

佐
藤
功

女
子
・
優　

勝　

千
葉
初
子
・
準
優

勝　

竹
内
勝
子
・
第
３
位　

鈴
木
敏

子Ｇ
シ
ニ
ア
男
子
・
優　

勝　

杉
浦
秀

雄
・
準
優
勝　

曽
根
一
郎
・
第
３
位

潮
田
尚
文

スポーツ

石岡市体育協会に加盟して
いるスポーツ団体の大会結
果などをお知らせします。

石岡運動公園
☎ 26-7210
八郷総合運動公園
☎ 43-6884
石岡海洋センター
☎ 23－5191　
柏原野球公園管理事務所
☎ 23-8158
朝日スポーツ交流施設
☎ 43-6884

結
果

会員募集
団体紹介6　ソフトテニス部
練習日は日曜日の午前中を主に基礎練
習、午後は試合を中心に行っています。
クラブ員は 20 ～ 80 代と幅広く老若男
女それなりに楽しめるスポーツです。そ
のほか近隣の 30校以上の中学生の参加
を得て大会を主催したり、初心者を対象
に教室を開いたりしています。

■問い合わせ　石岡市体育協会　
ソフトテニス部　事務局（小島）
☎ 22‒2413

広報いしおか１月１日号  №２２２　１８



健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
２
４
・
１
３
８
６　

℻  
２
４
・
４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
４
３
・
６
６
５
５　

℻  
４
４
・
１
４
９
２

　

こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の
電
話
相
談　

毎
月
第
２
火
曜
日　

　

午
前
９
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
４
時
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

★ ★
■
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室

　

無
理
せ
ず
、
楽
し
く
シ
ェ
イ
プ

ア
ッ
プ
す
る
方
法
を
栄
養
士
・
運
動

指
導
士
が
ご
紹
介
し
ま
す
。
参
加
費

は
無
料
で
す
。

日
時　

１
月
19
日（
月
）・
21
日（
水
）・

30
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
（
受
け
付
け

は
午
後
１
時
か
ら
）

場
所　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

健
診
の
結
果
が
保
健
指
導
該

当
と
な
っ
た
人
、
ま
た
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が

25
以
上
の
人
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重
㎏
÷

身
長
ｍ
÷
身
長
ｍ
）

定
員　

各
25
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

１
月
５
日
（
月
）
か
ら

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
窓
口
ま
た
は

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
目
指
せ
！
生
涯
現
役
!!

　
　
　

ロ
コ
モ
＆
メ
タ
ボ
撃
退
教
室

日
時　

１
月
22
日
（
木
）　

午
前
９

時
〜
９
時
15
分
受
け
付
け　

午
後
２

時
30
分
終
了
予
定

場
所　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
人
で
、
先
着
20

人
に
な
り
ま
す
。

内
容　

ロ
コ
モ
・
メ
タ
ボ
の
予
防
と

改
善
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
若
返
り
メ

ニ
ュ
ー
（
調
理
実
習
）、
体
操
ほ
か

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具
、
味
噌
汁
少
量
※
動
き
や
す

い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

申
込
方
法　

１
月
16
日
（
金
）
ま
で

に
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た

は
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
主
催
／
食
生
活
改
善
推
進
員

■
ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き
教
室

・
1
月
７
日
（
水
）（
定
員
10
人
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
〜
１
時
20
分

場
所　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

・
1
月
16
日
（
金
）（
定
員
10
人
）

受
付
時
間　

午
後
１
時
20
分
〜

１
時
40
分

講
座
・
教
室

場
所　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

フ
ッ
化
物
塗
布
希
望
の
未
就

学
児

内
容　

歯
科
診
察
・
歯
み
が
き
指
導
・

フ
ッ
化
物
塗
布

申
込
方
法　

実
施
日
の
前
日
ま
で
に

各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
医
療
機
関
検
診
（
子
宮
が
ん
・
乳

が
ん
）

　
「
医
療
機
関
検
診
（
子
宮
が
ん
・

乳
が
ん
）」
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓

口
で
受
診
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

発
行
は
、
１
月
30
日
（
金
）
ま
で
に

な
り
ま
す
。

■
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
（
集
団
）

日
に
ち
・
場
所　

①
２
月
20
日
（
金
）

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
②
２
月
23
日

（
月
）
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時

（
乳
が
ん
の
み
）、
午
後
０
時
20
分
〜

１
時
10
分

項
目
・
負
担
金
（
70
歳
以
上
無
料
）

・
子
宮
が
ん
検
診　

20
歳
以
上　

１
５
４
０
円　

各保健センターでは各種相談を随時行っています。お気軽にご相談ください

検
　
診

・
乳
が
ん
検
診
①
超
音
波　

30
〜
65

歳　

１
０
２
０
円
②
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ　

40
〜
49
歳　

１
５
４
０
円
、

50
〜
69
歳　

１
０
２
０
円

※
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
２
年
に
一
度

の
検
査
と
な
り
ま
す
。

申
込
開
始　

１
月
８
日
（
木
）
か
ら

※
１
日
の
定
員
が
、
子
宮
が
ん

１
０
０
人
、
乳
が
ん
70
人
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法　

実
施
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
窓
口
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
者
に
は
、
４
月
上
旬
に
必
要

書
類
を
郵
送
し
ま
し
た
。
ご
不
明
な

点
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
二
種
混
合
予
防
接
種

対
象
者　

市
内
小
学
６
年
生

接
種
時
期　

３
月
31
日
（
火
）
ま
で

の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

接
種
料　

無
料

接
種
方
法　

指
定
医
療
機
関
で
の
個

別
接
種
（
予
約
制
）

■
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種（
２
期
）

対
象
者　

４
月
に
小
学
校
入
学
の
人

※
年
長
児
（
平
成
20
年
４
月
２
日
〜

平
成
21
年
４
月
１
日
生
）

接
種
時
期　

３
月
31
日
（
火
）
ま
で

（
時
期
を
過
ぎ
る
と
自
己
負
担
に
な

り
ま
す
）

接
種
料　

無
料

接
種
方
法　

指
定
医
療
機
関
で
の
個

別
接
種
（
予
約
制
）

■
日
本
脳
炎
予
防
接
種

接
種
勧
奨
者
（
平
成
26
年
度
基
準
）

①
小
学
２
年
生
…
１
期
初
回
接
種

（
１
・
２
回
目
）

②
小
学
３
年
生
…
１
期
追
加
接
種

（
３
回
目
）

③
小
学
４
年
生
と
18
歳
…
２
期
（
４

回
目
）

接
種
時
期　

３
月
31
日
（
火
）
ま
で

の
接
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

　
　

製
造
廃
止
に
伴
う
お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
11
月
か
ら
導
入
さ
れ
た

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
が
確

保
さ
れ
た
た
め
、
三
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
の
製
造
・
販
売
が
順
次
廃
止
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

三
種
混
合
で
接
種
を
開
始
し
て
い

る
人
は
、
計
４
回
接
種
し
て
い
る
か

ど
う
か
母
子
健
康
手
帳
で
確
認
し
、

回
数
が
不
足
し
て
い
る
場
合
は
、
早

め
に
三
種
混
合
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

助
　
成

予
防
接
種

１９　広報いしおか１月１日号  №２２２



「
訓
練
を
行
っ
て
の
感
想
」

　

小
桜
地
区
で
は
「
今
後
、
自
主
防

災
組
織
の
訓
練
の
際
に
、
炊
き
出
し

を
想
定
し
た
釜
焚
き
の
訓
練
を
取
り

入
れ
て
み
た
い
」三
村
地
区
で
は「
初

め
て
子
ど
も
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま
で

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
に
つ

な
が
る
訓
練
が
で
き
ま
し
た
」
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か
ら
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
防
災
訓
練
を
通
し

て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
防
災
意

識
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　防
災
対
策
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

開館時間 午前10時～午後８時
休館日 木曜　問い合わせ　☎27-5171
まちかど情報センター駐車場（向かい側）・
臨時駐車場（土橋通り）を利用ください。

情報センター
　　　ニュース

ま ち か ど

1 月のコミュニティ

まちかど学習会 石岡の現代を語る まちかど音楽祭

▼
い
し
お
か
雛
巡
り
（
２
月
14
日

〜
３
月
３
日
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　

１
月
31
日
（
土
）
〜
２
月

13
日
（
金
）

場
所　

常
陸
國
總
社
宮
・
金
刀
比

羅
神
社
・
石
岡
駅
・
ま
ち
か
ど
情

報
セ
ン
タ
ー
な
ど

▼
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
く
か
ら

３
・
土
・
市
（
サ
ン
ド
市
）。
中

心
街
の
店
先
を
借
り
て
、
趣
味
の

手
作
り
品
、
園
芸
品
な
ど
を
展
示

販
売
。
新
鮮
野
菜
も
並
び
ま
す
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
大
歓
迎
！

日
時

　第
３
土
曜
日  

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所

　香
丸
・
中
町
・
御
幸
通
り

の
参
加
店
前
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ

ン
タ
ー

折
り
紙
教
室　

お
休
み

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん

キ
ッ
ズ
） 

対
象 

未
就
園
児
（
０

〜
４
歳
）
毎
週
火
曜
日 
午
前
10
時

15
分
か
ら

ち
り
め
ん
小
物　

毎
月
第
１
・
３

土
曜
日 

午
後
１
時
か
ら

健
康
相
談
（
再
開
）

※
日
程
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

今月のサンド市は 17日

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

１
月
25
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
か
ら

出
演　

石
岡
第
一
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

屋
口
正
一

　コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
パ
ー
ト
Ⅱ

　霞
ヶ
浦
周
辺
海
軍
施
設
の
消
滅

　
　
　
　
　
　―
石
岡
航
空
基
地
―

期
間　

１
月
16
日
（
金
）
〜
24
日
（
土
）

ち
ぎ
り
絵
展

原
田
博
子
ち
ぎ
り

　
　
　絵
の
世
界

期
間

　1
月
５
日

（
月
）
〜
12
日
（
月
）

山
本
透
写
真
展
「
表
象
の
地
平
」

期
間　

１
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
２
月
１
日（
日
）

パ
ソ
コ
ン
教
室

「
仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ
」

▼
初
心
者
大
歓
迎
で
す
！

日
時

　１
月
９
日
・
23
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
３
時
・

午
後
３
時
〜
５
時

資
料
代　

５
０
０
円

パ
ソ
コ
ン
困
り
ご
と
な
ん
で
も
相
談

日
時　

毎
週
月
曜
日　

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

　

　
　地
域
防
災
訓
練
を
実
施

防災

安全

まちかどギャラリー

ボランティア募集

【対象】
対象：小桜地区の住民の皆さん 149
人（11月 15日・朝日里山学校）
三村地区の住民の皆さん181人（11
月 16日・城南地区公民館）

【想定】
午前９時：石岡市に大雨警報
午前９時 30分：茨城県南部を震源
とする直下型地震が発生
【訓練内容】
土砂災害警戒区域の指定箇所や避難
所までの経路の確認
シェイクアウト訓練・住民避難訓練・
搬送訓練・消火訓練・炊き出し訓練
など

▲シェイクアウト訓練とは「ドロップ
（姿勢を低く）・カバー（体・頭を守る）・
ホールドオン（揺れが収まるまでじっ
としている）」という身を守るための
基本的な行動を、学校・職場・外出先
などで一斉に実践する訓練のこと

広報いしおか１月１日号  №２２２　２０



ていきましょう。
最終的に地域を
巻き込むことで、
孤立しない子育
て（ 他 育 て・ 多
育て）を目指し
ませんか」と会
場 に 投 げ か け ま
した。
　自身も男の子２人の「現役パパ」である村上
氏。参加者からは「実体験を交えた話でとても
分かりやすかった」との声があがりました。
　セミナーの内容はホームページで公開してい
ます。

http://www.city.ishioka.lg.jp/page/page002678.
html
■問い合わせ　政策企画課　☎ 23-1111
　　　　　　　　　　　　　　（内線 222）

　

給
食
作
り
か
ら
栄
養
指
導
ま
で
、

子
ど
も
た
ち
に
「
食
」
の
大
切
さ
を

教
え
る
「
栄
養
教
諭
」
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
保ほ

た
て立
貴
博
さ
ん
。
県
で

初
の
男
性
栄
養
教
諭
で
も
あ
り
ま
す
。

　

地
元
の
生
産
者
を
授
業
に
招
く
な

ど
、
市
内
の
小
学
校
で
「
食
育
（
自

ら
の
食
生
活
に
つ
い
て
考
え
る
力
と

知
識
を
養
う
た
め
の
教
育
）」
の
大

切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

―
―
「
栄
養
教
諭
」
と
い
う
仕
事
を

選
ん
だ
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

保
立
さ
ん　

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
料

理
を
す
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
食
べ
る
こ
と
に
関
わ
る
仕

事
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
具
体
的
に
目
指
そ
う
と
思
っ
た

の
は
、
栄
養
教
諭
の
制
度
が
始
ま
っ

た
高
校
生
の
時
で
す
。
当
時
、
家
族

は
「
女
性
が
多
い
職
場
の
中
で
や
っ

て
い
け
る
の
か
」
と
心
配
だ
っ
た
よ

う
で
し
た
が
、
今
で
は
、
私
の
姿
を

見
て
こ
の
道
を
選
ん
だ
こ
と
を
喜
ん

で
く
れ
て
い
ま
す
。

―
―
仕
事
の
や
り
が
い
は
何
で
し
ょ

う
か
。

保
立
さ
ん　

実
際
に
給
食
を
食
べ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
と
、
授
業
や
調
理

実
習
を
通
し
て
関
わ
る
こ
と
が
で
き

る
と
こ
ろ
で
す
ね
。
食
育
は
、
学
校

給
食
だ
け
で
な
く
、
家
庭
で
の
食
事

を
含
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
保
護
者
の
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
豊
か
な
自
然
と
食
材
に
恵
ま
れ

た
石
岡
市
は
、
食
育
の
題
材
が
豊
富

な
の
で
、
非
常
に
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。
給
食
の
献
立
も
地
産
地
消
を

心
が
け
て
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

―
―
男
性
の
「
栄
養
士
」・「
栄
養
教

諭
」
が
今
後
増
え
て
い
く
た
め
に
必

要
な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

保
立
さ
ん　

こ
の
仕
事
は
、
女
性
の

占
め
る
割
合
が
高
い
職
業
で
す
が
、

子育ては夫婦・家族・
　　　　地域の助け合い

食
育
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
関
わ
る

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー

栄
養
教
諭
（
柿
岡
小
学
校
（
八
郷
給
食
セ
ン
タ
ー
））

　
　
　
　
　

保
立　

貴
博
さ
ん

か
が
や
き

の　
未来を拓

ひ ひ

く　
男 ひ
ひ
と
女 ひ
ひ

性
別
に
関
係
な
く
で
き
る
仕
事
だ
と

い
う
認
識
が
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
ね
。
私
の
存
在
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
将
来
の
選
択
肢
と

し
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く

れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

―
―
最
後
に
「
栄
養
教
諭
」
を
目
指

す
人
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

保
立
さ
ん　

栄
養
教
諭
は
、
食
育
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
関

わ
る
こ
と
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
仕

事
で
す
。
男
女
問
わ
ず
、
ぜ
ひ
挑
戦

し
て
く
だ
さ
い
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
、
毎
日
の
料

理
の
中
で
、
新
し
い
献
立
を
研
究
し

て
い
る
保
立
先
生
。「
子
ど
も
た
ち

が
成
長
し
た
時
に
、
自
分
が
教
え
た

こ
と
を
思
い
出
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉

し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

☆
「
栄
養
教
諭
」
っ
て
こ
ん
な
仕
事

「
栄
養
士
」
や
「
管
理
栄
養
士
」
の

国
家
資
格
と
教
員
免
許
を
持
っ
た
教

職
員
。
給
食
の
献
立
作
成
、
食
に
関

す
る
個
別
相
談
な
ど
、「
食
育
」
に

関
す
る
教
育
活
動
を
行
う
。

　
　
（
平
成
17
年
４
月
に
制
度
開
始
）

　11 月 9 日、八郷総合支所を会場に「夫婦力・
家族力アップ !! 子育てを楽しむイクメンが
家庭（おうち）を明るくする」と題して、講
師に NPO 法人ファザーリング・ジャパン理
事の村上誠氏を招き、男性の育児参加をテー
マにセミナーを行いました。
　村上氏は「夫だけ、妻だけが家事や育児を
頑張るのではなく、互いに協力し合うことが
夫婦力アップにつながります。父親も家族の
一員（プレイヤー）として、当事者意識が必
要」「子育てから得た経験は、仕事にも役立
ちます。何事も「楽しもう」とする姿勢を忘
れず、仕事と私生活の好循環、相乗効果を作っ

第１回
さわやかハーモニーセミナーを開催

▲講演の様子

▲子どもたちと関わっている時が楽しい
と話す保立さん
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時
憶記
の

文化振興課
シリーズ108

☎43-1111
（内線1324）

近
年
の
調
査
結
果
か
ら

尼
寺
ヶ
原
遺
跡

図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

☎
２
４
・
１
５
０
７

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
１
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
10
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

《
１
月
の
お
は
な
し
会
》

・
17
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

中
央
公
民
館

《
１
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
17
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
か
ら

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校

中
学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
お
よ

そ
30
分
で
す
。

ＨＰ

http://lib.city.ishioka.lg.jp/

　

幼
児
・
児
童
を
対
象
と
し
た
映
画

会
や
人
形
劇
を
実
施
し
ま
す
。
親
子

そ
ろ
っ
て
気
軽
に
お
出
で
く
だ
さ

い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
『
こ
ま
撮
り
え
い
が

　

こ
ま
ね
こ
』

「
ぼ
く
は
く
ま
」・「
ど
ー
も
く
ん
」

の
合
田
監
督
が
贈
る
大
ヒ
ッ
ト
長
編

人
形
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

日
時
／
１
月
31
日
（
土
）
午
前
10
時

30
分
か
ら
（
上
映
時
間
60
分
）

会
場
／
中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

　

尼
寺
ヶ
原
遺
跡
は
、
石
岡
地
区
若

松
の
常
陸
国
分
尼
寺
跡
の
周
辺
に
存

在
す
る
遺
跡
で
す
。
昭
和
62
年
の
発

掘
調
査
で
は
「
尼
寺
」
と
墨
書
さ
れ

た
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
国
分
尼

寺
と
の
関
係
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

平
成
25
年
12
月
、
個
人
住
宅
建
設

に
伴
い
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
地
は
史
跡
公
園
と
し
て
保
存
し

て
い
る
国
分
尼
寺
の
中
心
地
の
す
ぐ

東
側
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
遺

跡
の
発
見
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

▲調査区全景

お
た
の
し
み
映
画
会

　
　
　
　
　

‐
入
場
無
料
‐

人
形
劇　
　

‐
入
場
無
料
‐

　

皆
さ
ん
は
人
形
劇
を
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？

　

中
央
図
書
館
で
は
「
人
形
劇
団

木で

く偶
」
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、
楽
し

い
人
形
劇
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
親

子
そ
ろ
っ
て
気
軽
に
お
出
で
く
だ
さ

い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
／
・
分

ぶ
ん
ぶ
く
ち
ゃ
が
ま

福
茶
釜

・
コ
ブ
タ
と
オ
オ
カ
ミ

日
時
／
２
月
８
日
（
日
）
午
後
２
時

か
ら
（
60
分
）

会
場
／
中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

※
お
た
の
し
み
映
画
会
・
人
形
劇
と
も

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
、
直
接

中
央
図
書
館
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
　
　予
約
が
で
き
ま
す

　

中
央
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
貸
し
出
し
中
の
資
料
の
予
約
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約
を
す
る

た
め
に
は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で

す
。
中
央
図
書
館
ま
た
は
中
央
公
民

館
図
書
室
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
で
き
る
数
／
図
書
４
冊
、
雑
誌

２
冊
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
あ
わ
せ
て
１
点

※
窓
口
で
の
申
し
込
み
数
も
含
み
ま
す
。

※
相
互
貸
借
を
ご
利
用
の
人
は
、
冊

数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

予
約
資
料
／
貸
し
出
し
中
の
図
書
・

雑
誌
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

お
知
ら
せ
方
法
／
電
子
メ
ー
ル
の
み

受
取
場
所
／ 

中
央
図
書
館
・
各
公

民
館
図
書
室

※
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
中
央
図
書
館

ま
た
は
、
中
央
公
民
館
の
み
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
、
中
央
図
書
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【休館日】

１月

  １日

  ５日
12日
19日
26日
29日

【開館延長日】

  ８日
15日
22日

１月

〜

　

住
宅
の
建
設
さ
れ
る
70
㎡
余
り
の

表
土
を
掘
削
し
た
と
こ
ろ
、
発
見
で

き
た
の
は
径
50
㎝
か
ら
１
０
０
㎝
程

度
の
穴
10
個
余
り
だ
け
で
し
た
。
し

か
し
、
よ
く
見
る
と
う
ち
８
個
は
、

東
西
南
北
に
整
然
と
並
ん
で
い
ま
し

た
。
掘
っ
て
み
る
と
、
柱
に
腐
っ
た

痕
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に

は
柱
が
建
っ
て
い
た
、
つ
ま
り
掘
立

柱
建
物
跡
だ
と
判
断
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

柱
と
柱
の
間
の
数
は
東
西
南
北
と

も
に
２
間
で
、
面
積
は
23
㎡
、
７
坪

と
小
型
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
出
土

し
た
土
器
か
ら
国
分
尼
寺
と
同
時
期

で
あ
り
、
関
係
す
る
建
物
跡
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
具
体
的

な
用
途
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
寺
の
す
ぐ
東
側
に
存
在
し
た
小

型
な
建
物
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に

考
え
ま
す
か
。

▲調査区全景

▲掘立柱建物の柱跡（黒い部分が柱の腐った
痕跡）

広報いしおか１月１日号  №２２２　２２



　

さ
て
、
当
協
会
で
は
市
の
文
化
の

振
興
・
発
展
の
た
め
に
一
緒
に
活
動

す
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

文
化
協
会
所
属
団
体

①
石
岡
市
民
謡
舞
踊
連
合
会
②
石
岡

吟
詠
詩
舞
連
合
会
③
八
郷
吟
詠
会
④

石
岡
合
唱
連
盟
⑤
石
岡
三
曲
協
会
⑥

石
岡
市
日
本
舞
踊
研
究
会
⑦
石
岡
囃

子
連
合
保
存
会
⑧
排
禍
ば
や
し
保
存

会
⑨
太
々
神
楽
保
存
会
⑩
石
岡
華
道

同
好
会
⑪
石
岡
茶
道
会
⑫
石
岡
俚
謡

会
⑬
い
し
お
か
俳
句
同
好
会
⑭
や
さ

と
俳
句
会
⑮
文
化
協
会
盆
栽
部
⑯
石

岡
養
菊
愛
好
会
⑰
石
岡
か
る
た
会
⑱

日
本
将
棋
連
盟
石
岡
棋
友
会
支
部
⑲

石
岡
市
囲
碁
同
好
会
⑳
八
郷
囲
碁
連

盟
㉑
石
岡
短
歌
同
好
会
㉒
八
郷
短
歌

会
㉓
い
し
お
か
子
ど
も
劇
場
㉔
石
岡

大
正
琴
愛
好
会
㉕
八
郷
写
真
ク
ラ
ブ

㉖
八
郷
硯
友
会
㉗
や
さ
と
読
書
会
㉘

筑
東
史
談
会
㉙
や
さ
と
巨
樹
の
会
㉚

寿
芸
能
会
㉛
瓦
塚
・
佐
久
の
大
杉
保

存
会
㉜
丸
山
古
墳
保
存
会
㉝
石
岡
盆

栽
菊
友
会
㉞
石
岡
史
跡
研
究
会
㉟
石

岡
遊
石
会

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
振
興
課　

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
２
）

　

 　
　

 　

   

南　

台　

月
乃
香
倶
耶
姫

落
ち
る
夕
日
も　

紫
峰
を
染
め
て

　

女
体
男
体　

艶
紅
葉

　

 　
　

 　

  　
　

柿　

岡　

鈴
木
千
代
子

筑
波
二
山　

衣
装
を
替
え
て

　

秋
は
下
界
に　

下
り
て
く
る

　

 　
　

 　
　

 

川　

又　

関　

清
志

庭
の
小
萩
が　

夜
露
に
濡
れ
て

　

山
は
紅
葉　

秋
日
和　
　

　

 　
　

 　
　

 

下　

林　

加
藤　

弥
生

燃
え
た
紅
葉
も　

落
葉
と
な
れ
ば

　

山
は
緞ど

ん
す子

を　

着
て
眠
る

　

 　
　

 　
　

国　

府　

篠
原
美
千
代

落
葉
た
き
火
の　

煙
の
な
か
に

　

焼
け
た
芋
の
香　

風
に
乗
る

　
　

 　
　

  　

 

国　

府　

大
西　

和
子

焼
け
た
お
芋
に　

子
の
歓
声
が

　

村
は
平
和
な　

落
葉
焚
き   

　

 　
　

 　
　

 

若　

松　

川
崎　

洋
子

今
年
一
枚　

め
く
る
と
終
わ
り

　

良
き
も
悪
く
も　

〆
と
な
る

　

 　
　

 　

石　

岡　

東　

辻
が
華

こ
よ
み
メ
モ
し
て　

め
く
っ
た
あ
の
日

　

好
い
日
ば
か
り
に　

朱
の
印

　

 　
　
　
　

 

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

き
は
ま
れ
ば
神
に
す
が
り
て
祈
る
の
み　

こ
こ
ろ
貧
し
く
ひ
と
日
の
暮
る
る

　

 　
　

 　
　

 

高　

浜　

大
嶋　

全
江

八
木
節
の
勢
の
リ
ズ
ム
は
校
舎
よ
り
演

奏
会
の
ち
か
づ
く
ら
し
い

　

 　
　

 　
　

 

井　

関　

木
間
塚
具
子

七
五
三
披
露
の
主
役
御
召
し
替
え
い

き
い
き
踊
る
妖
怪
体
操　

 　
　

 　

若　

松　

石
塚　

た
か

杖
と
行
く
欅
並
木
の
散
り
紅
葉

部　

原　

久
保
田
好
子

垂
れ
下
が
る
熟
柿
の
枝
の
悲
鳴
聞
く　

細　

谷　

松
﨑　

淑
子

甦
る
母
の
笑
顔
や
石
蕗
の
花   

東
光
台　

野
村　

洋
子

う
ち
の
子
と
言
ふ
は
小
犬
に
ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
こ

総　

社　

山
口
美
津
子

冬
日
差
す
部
屋
膨
ら
ま
す
笑
ひ
声

俳　
　

句

市
民
ず
い
ひ
つ

　

 　
　

 　
　

 

東
石
岡　

田
村　

満
佐

突
然
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
三
人
の
何
と

も
う
れ
し
今
夜
の
ニ
ュ
ー
ス　
　

     

　

    　

 　
　

   

茨　

城　

大
澤　

酉
雄

八
十
歳
の
誕
生
日
も
あ
と
わ
ず
か
余
命

少
な
く
な
り
た
る
心
地　
　

 

短　
　

歌

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

   　

  

柿　

岡　

大
塚　

博
子

日
当
れ
ば　

又
華
や
ぎ
て　

冬
紅
葉

　

 　
　

    　

嘉
良
寿
理　

島
田
美
沙
生

冬
う
ら
ら　

一
山
緩
ぶ　

鳥
の
声

　

 　
　

 　
　

 

瓦　

谷　

谷
嶋　

楽
昇

花
柊
か
す
か
に
香
り
こ
ぼ
し
け
り

石
岡
短
歌
同
好
会

八
郷
短
歌
会

　

 　

 　
　

  

山　

崎　

 
鈴
木　

菫

食
べ
る
こ
と
運
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ

痛
感
し
た
り
骨
粗
鬆
症　
　
　

　

 　
　

 　
　

 

山　

崎　

西
口
は
ま
子

巡
り
来
る
ご
縁
は
す
べ
て
大
切
に
と
出

雲
大
社
の
注
連
縄
仰
ぐ

　

 　
　

 　
　

 

月　

岡　

菱
沼
む
免
子

木
も
れ
陽
の
ほ
ん
の
り
揺
る
る
庭
隅
に
お

し
ろ
い
花
の
一

ひ
と
も
と本

を
見
つ

俚　
　

謡

投
稿
作
品

石
岡
俚
謡
会

　

 　
　

 　

  

小　

倉　

植
木　

和
昭

農
業
所
得
倍
増
論
を
掲
げ
い
て

　

政
府
は
米
価
の
下
落
を
な
せ
り

　
　
　

山　

崎　

鈴
木　

君
江

山
茶
花
の
ピ
ン
ク
が
や
さ
し
く
咲
き
出

で
て
寒
さ
に
絶
え
ゆ
く
花
の
美
わ
し

　

 　
　

 　
　

 

北
府
中　

大
村
み
つ
ゑ

そ
ぞ
ろ
寒
上
り
框

か
ま
ち

の
た
か
き
家　

 　
　

   

文
芸
い
し
お
か

　

秋
分
の
日
の
感
動　
　
　
　

 

関
根

　

四
年
前
に
百
才
で
亡
く
な
っ
た
母

の
タ
ン
ス
を
秋
分
の
日
に
整
理
し

て
い
る
時
、
新
聞
が
出
て
き
ま
し

た
。
だ
い
ぶ
黄
ば
ん
だ
昭
和
四
十
五

年
十
一
月
十
八
日
の
新
聞
で
し
た
。

家
内
と
二
人
で
び
っ
く
り
。
そ
し
て

感
動
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
昭
和

四
十
五
年
十
一
月
十
八
日
は
私
達
の

結
婚
記
念
日
で
す
。
新
聞
を
拝
見
し
、

当
時
を
想
い
浮
か
べ
ま
し
た
。
母
は

新
婚
当
時
の
気
持
ち
に
な
り
「
夫
婦
、

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
兄
弟

姉
妹
と
仲
良
く
暮
ら
せ
よ
」
と
…
秋

分
の
日
最
高
の
日
で
し
た
。
母
さ
ん

有
難
う
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
は
文
化
協
会
に
対
し
ま
し

て
、
多
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お

陰
様
で
当
協
会
所
属
部
会
も
順
調
に

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
も
さ
ら
に
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
（
俳
句
・

短
歌
・
俚
謡
・
市
民
ず
い
ひ
つ
）
を
募
集

し
ま
す
。
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
送
付
先　

〒
３
１
５
─８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
広
聴
課
「
文

芸
い
し
お
か
コ
ー
ナ
ー
」
係
ま
で

２３　広報いしおか１月１日号  №２２２

文
化
協
会
だ
よ
り



栄養成分（１人分）

材
料
（
４
人
分
）

レ
ン
コ
ン 
２
０
０ｇ
・
キ
ュ
ウ
リ

１
本
・
ハ
ム 
２
枚
・
ミ
ニ
ト
マ
ト

４
個
・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ 

大
さ
じ
２
・

い
り
ご
ま 

大
さ
じ
２
・
練
り
か
ら

し 

小
さ
じ
１

Ａ
｛
水
・
酢 

各
大
さ
じ
２
と
2/3
・

砂
糖
小
さ
じ
2/3
・
塩 

少
々
｝

作
り
方　

①
皮
を
む
い
た
レ
ン
コ
ン
を
薄
切
り

に
し
、酢
水
（
分
量
外
）
に
さ
ら
す
。

②
水
気
を
切
っ
た
レ
ン
コ
ン
を
Ａ
で

３
〜
４
分
煮
て
、
汁
気
を
切
る
。

(エネルギー 141kcal、塩分 0.7g)

レンコンサラダ

レンコンのシャキシャキとした食感と、い
りごまの香ばしさが食欲をそそります。

乗り物と動物が大好きだけど、
一番はお姉ちゃんが大好き。
毎日笑顔をありがとう。

加藤 愛
いと し

智ちゃん（１歳３か月）
  　　 

　　　　　　　　　　若松３                            

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

野菜が大好き！たくさんお話も
するようになりました。素直に
元気に育ってね。

水野 美
みは る

晴ちゃん（２歳３か月）

　　　　　　　　　   須釜

わが家のアイドル

平成27年1月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

〈表紙の写真〉
　日の出の瞬間を、足尾山にあるハンググライダー離陸場付近から
撮影。空が白々と明るくなり、やがて太陽の昇る辺りは朱色に染ま
ります。　
　2015 年の幕開けです。皆さんにとって実りある１年となります
ように。

③
キ
ュ
ウ
リ
は
薄
い
輪
切
り
に
し
、

塩
を
振
っ
て
軽
く
絞
る
。
ハ
ム
は
半

分
に
し
て
、
１
㎝
幅
に
切
る
。
い
り

ご
ま
は
粗
く
た
た
く
。

④
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
は
練
り
か
ら
し
・
い

り
ご
ま
を
混
ぜ
、
レ
ン
コ
ン
・
キ
ュ

ウ
リ
・
ハ
ム
を
あ
え
る
。

レ
ン
コ
ン
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富

で
、
み
か
ん
の
1.2
倍
に
相
当
す
る
量

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
と
て
も
栄
養

の
あ
る
野
菜
で
す
。

幸せは食事から
ヘルスメイトの
レシピ紹介
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